
 

平成 30年度 匿名性を担保した授業評価・学校評価の実施状況 

 

高校教育課 

 

１ 調査の対象校 

○ 県立高等学校 81校（長野西中条校と篠ノ井犀峡校はそれぞれ 1校としてカウント） 

○ 県立中学校 2校 

 

２ 実施状況のまとめ 

(1) 匿名性を担保した授業評価  

 

                                  （ ）内は H29年度 

 高等学校（実施率 100％） 中学校（実施率 100％） 

今年度の実施回数 
２回 78校（96.2％）(81校) 2校（100％）（2校） 

１回 3校（ 3.8％）(0校) 0校（0％）（0校） 

実
施
校
デ
ー
タ

タ 回収率の平均 92.0％（96.9％） 97.3％（96.0％） 

自由記述欄への記載の割合 18.3％（17.9％） 34.0％（37.8％） 

集計のための人員・時間 
平均 5.0人（5.0人） 

平均 12.1時間（11.3時間） 

平均 9.0人（8.5人） 

平均 23.0時間（28.0時間） 

  ※原則として２回目のデータで集計 

 

 

(2) 匿名性を担保した学校評価   

                                  （ ）内は H29年度 

 高等学校（実施率 100％） 中学校（実施率 100％） 

今年度の実施回数 
２回以上 19校（23.5％）（20校） 0校（0％） 

１回 62校（76.5％）（61校）   2校（100％） 

実
施
校
デ
ー
タ 

回収率の平均 
生徒 81.2％（84.4％） 96.2％（96.2％） 

保護者 64.3％（65.9％） 90.2％（82.4％） 

集計のための人員・時間 
平均 3.0人（2.9人） 

平均 7.3時間（6.3時間） 

平均 2.0人（1.5人） 

平均 18.0時間（13.0時間） 

※ ２回以上実施した学校については、原則として２回目のデータで集計。 

 

 

 



３ 評価者へのフィードバック例 

【授業評価】 

○ 被評価者（各教科担任）が、授業の中で評価者（生徒）に対し、評価結果を受けての授業改善 

方針や方法を説明。   

○ 学校評議員会やＰＴＡ総会等で集計結果を示し、前年度との比較を示しながら、特徴を説明。 

○ 授業評価結果のまとめを学校のホームページや学校だよりで公表。 

【学校評価】 

 ○ 全保護者に、集計結果や改善内容等を通知。 

○ 学校評議員会、ＰＴＡ総会や保護者懇談会等で集計結果を示し、前年度との比較を示しなが

ら特徴を説明。 

○ 学校評価結果のまとめを学校のホームページや学校だより、ＰＴＡ会報などで公表。 

 

 

４ 評価結果の活用例 

【授業評価】 

○ 校長が各職員との面接時に評価結果を伝え、その後の授業改善に生かせるようにする。 

○ 校長による評価支援シートに関わる面接の資料として活用する。 

○ 職員会や教科会で評価結果を共有、検討し、授業改善に生かしている。 

 

【学校評価】 

○ 校長と生徒・保護者の意見交換・コミュニケーションツールとして活用。 

○ 職員が気づきにくい学校課題の把握に活用する。特に、いじめ等の生徒間のトラブルの発見

に利用したり、教員の体罰事案の把握等、非違行為防止に役立てる。 

○ 学校の運営方針策定の資料として活用し、学校目標の検討に生かしたり、問題意識の共有を

図る。 

○ 学校の取組への肯定的な意見や感謝の声を、職員のモチベーション向上に役立てる。 

 

５ 今後の課題 

【授業評価・学校評価共通】 

○ すでに学校に定着した取組となっているが、集計に要する時間が課題となっており、ＩＣＴ

技術の活用など新たな集計方法を導入することにより、時間短縮の工夫・改善を図るなど、効

率の良い実施方法について更なる研究が必要である。 

○ 保護者に対する回収率の向上を図るため、各校の実情に応じた工夫・改善をしてまいりたい

（保護者懇談会時における協力要請等）。 
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